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１ 概要

２ 事業概要と成果

現場ニーズに基づき、農林水産業の生産力および収益力の向上を図るため、産学官が連携して次世代
技術の開発を推進し、イノベーションの創出を目指している。さらに、農林水産業のロバスト化を通
じた地域振興や、職業としての農林水産業の魅力向上に貢献し、持続可能な地域社会を支えるプラッ
トフォームの構築を目指している。

・本事業では、未利用放牧地の活用、代謝プ
ログラミング（図1）、IoTを活用したス
マート放牧管理(図2)を組み合わせた持続
可能な和牛生産モデルを適用したテスト
生産を実施し、実証牛４頭を出荷した。

・生産費の試算を行い、従来型黒毛和牛肥育
と比較してコスト優位性があることを確
認する等、放牧肥育モデルが成立し得る
ことを確認した。

・ビジネスモデル検証にあたっては、自治体、
実証農家、民間企業、国の研究プロジェ
クトが連携する体制を構築した。
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事業実施後

・日本の畜産は、輸入穀物を大量に利
用する加工型飼養システムによって発
展してきた。
・特に和牛生産では、霜降り肉の形成
のために多量の濃厚飼料が給与され、
国内の肉牛・乳牛飼養における飼料は
90％以上を輸入飼料に依存しており、
近年、輸入飼料価格の高騰により畜産
経営は深刻化している。
・これらの問題を解決するため、未利
用放牧地の活用と胎児期・新生児期の
栄養制御により、輸入穀物依存を低減
しながら高品質和牛生産を可能とし、
さらにIoT・衛星技術を用いた個体管
理によって品質の安定化を図る仕組み
を開発した。

事業実施前

令和７年度「知」の集積による産学連携推進事業のうち
バイオエコノミー推進人材活動支援事業における取組・成果概要

（1）研究開発プラットフォームの概要

(2) 本事業活用による効果

図1. 代謝プログラミングの概要

・「未利用地活用 × 代謝プログラミ
ング × スマート放牧管理」を核とし
た統合型ビジネスモデルを構築した。
・本モデルは、高付加価値和牛の生産
と環境配慮型・地域循環型畜産を両立
する持続可能な新グラスフェッド和牛
によるビジネス構造であることを確認
した。
・生産コスト削減の優位性、未利用地
活用可能性、和牛肉としての市場参入
可能性を統合的に実証するとともに、
技術的妥当性検証から、地域実証、事
業化準備までを一気通貫で推進できる
枠組を整備し、再現性・拡張性を備え
た社会実装モデルを展開するための基
盤が整備できた。



図4. アグリビジネス創出フェアにおける新グラス
フェッドの出展、試食及びアンケート調査の様子. 
出展時期：2025年11月26日―28日.
外モモとブリスケ（胸身）の切り身を塩コショウ
のみで調理したグラスフェッド和牛肉で試食アン
ケート（n=411）.

３ 今後の展開

・今後は、新グラスフェッド和牛肉は認知拡大段階から
恒常的な流通の段階へ移行する。認知度向上のための
プロモーションビデオ・展示会成果を活用し、都市圏
の高付加価値市場へ先行展開する。

・短期目標（3年以内）として、飲食店10店舗導入、年
間提供機会30回以上、参画農家5戸体制確立、年間肥
育36頭を目指す。

・中期目標（5年以内）として、年間販売150頭規模、
首都圏常設取扱い5店舗、地域経済循環額2億円規模、
新規雇用15名程度創出を目指す。

・社会的アウトカムとして、穀物依存50％削減、地域資
源利用率80％、CO₂排出20％削減、地域認知度80％
を目指す。

・放牧によるアニマルウェルフェアや生物多様性維持、
草地の環境維持効果などの観点も評価に入れた牛肉ブ
ランドを確立する。

・本プロモーションの取組は単なる広報ではなく、技術
× 経済 × 地域 × 市場を接続する「社会実装加速装
置」として機能させ、実証完了段階から拡大型社会実
装段階へ移行する。
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問合せ先

・都市圏と地域で情報発信と実証的プロモーションを実施した。
・出荷牛の肉(図３)を用いた東京ビッグサイトでの試食調査では「おいしい」との評価が87％に
達し、若年層からの支持が高く、将来市場の形成可能性が示された(図４)。

・白老町でのシンポジウムや住民調査では、地域活性化への期待や応援意向が確認された一方、
グラスフェッド和牛肉や放牧による生産方式の認知度向上が課題として明らかとなった。

(2)事業内容や成果等の情報発信とその効果

図2. スマート放牧における技術（左図）と代謝プログラミング処理された放牧肥育牛（右図）

図3. 胎児期及び新生児期プログラミング後に放
牧で肥育された黒毛和牛第1号出荷牛のロース
芯の断面と代謝プログラミングせずに肥育され
た黒毛和牛のロース芯. 
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